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（式典、催し、大会等） 

発 信 日 

令和７年10月７日 

「あつぎの生きものミニチュアフィギュア」も販売 

市制 70 周年記念「２０２５あつぎ環境フェア」 
１ 日 時 令和７年10月26日（日） 午前10時～午後３時 

２ 場 所 厚木中央公園（寿町3-2） 

３ 目 的 

市環境基本計画に掲げる「環境に優しく、自然と共生す

るまち」、2030 年ネイチャーポジティブ（自然再興）の実

現に向け、イベント開催を通じて市民、団体、事業者、行

政が相互に協力して一人一人が「自分事」として行動して

いく契機とします。 

４ 概 要 

環境に関連する市民団体、事業者、大学などが、①カー

ボンニュートラル②３Ｒ・ごみ問題③自然環境保全④美化

衛生・動物愛護⑤地産地消―をテーマとした 33 のブース

を設置します。 

市内に生息する希少な生き物のミニチュアフィギュア

をカプセルトイにして300円で販売。生き物のユニークな

生態や多様な生態系の大切さを呼び掛けます。 

５ 

ＰＲしたい

内容、セー

ルスポイン

ト、前回と

の違いなど 

・フィギュアは①アカハライモリ（両生類・絶滅危惧Ⅰ類） 

②シュレーゲルアオガエル（両生類・準絶滅危惧）③ホト

ケドジョウ（魚類・絶滅危惧ⅠＢ類）、ミクリ（単子葉植物・

絶滅危惧Ⅱ類）―の３種類を作製。販売機を設置し、各300

個を限定販売します。 

・会場では電気自動車の展示や給電デモ、太陽熱を活用し

た調理器具の展示、市内に生息する生き物との触れ合い、

間伐材を活用した木工クラフト教室など、「環境フェアな

らでは」の展示やワークショップを展開します。 

・地産地消をＰＲするため、ジビエ肉を使ったハンバーガ

ーや市内産の野菜を販売します。 

・市民が日常生活の中で不用となった品物を持ち寄る「市

民ふれあいマーケット」（35 店舗）も同時開催。リユース

の推進に向け、古本の販売会も行います。 

６ 添付資料 ちらし、カプセルトイのマシン台紙・説明用紙 

７ 
本資料の 

問合せ先 

部課名 環境農政部 環境政策課課（課長 松永 伸介） 

電話 （０４６）２２５－２７４９ 
 





・ジビエ肉の販売

・厚木市民朝市/夕焼け市

・ソーラークッカー

・古本販売

・電気自動車の展示

・ペピーノプロジェクト

【お問合せ】厚木市環境政策課 Tel : 046-225-2749    Mail : 3100@city.atsugi.kanagawa.jp

・市制70周年記念ガチャ

厚木市制70周年記念として、市内の身近な場所に
住んでいるレアないきものをフィギュアにしました！
受付のガチャガチャでゲットしよう！（1個300円）

アカハライモリ シュレーゲルアオガエルホトケドジョウ

・NPO法人 しっぽ村

保護犬猫譲渡会として参加！
クイックトリミングも実施！

・厚木市の「鳥」を決めよう！

市民投票で厚木市の鳥を
決めます！！
ぜひ投票にご参加ください！

電子申請サービス

©日本野鳥の会 神奈川支部

©一般社団法人 森里©一般社団法人 森里

©YUTAKA TAKEUCHI,2025

・生きものふれあいコーナー

私たちの身近に住むたくさんの
生きものと触れ合ってみよう！

増えすぎた野生鳥獣は
人との棲み分を越えて、
人里に出没し、農作物を
食い荒らしてしまう。
そのため、境界を越えた
野生鳥獣は有害鳥獣として
駆除を行う。その命を無駄
にせず循環するのがジビエ。
ジビエ肉をハンバーガー
として販売します！

地元農家が心を込めて育てた
新鮮な野菜や果物などを販売
しています！
地産地消は、環境にやさしく
地域の活性化に
つながります！

調理器具や、防災用品にもなる
ソーラークッカーを展示します！

日産の電気自動車の展示や
パワームーバーを使った電気
自動車からの給電デモ！

東京農業大学が産学官と連携し、
厚木市のブランド農産物に向け
て取り組んでいる南米原産の果
実「ペピーノ」をPR！

環境に配慮したリユースを
目的とした古本の販売！

全ての団体
出展内容は
こちらから



シュレーゲルアオガエル

ホトケドジョウ ミクリ

アカハライモリ

＋

300円
めずらしい　　

絶滅危惧 Ｂ類Ⅰ

絶滅危惧 類Ⅰ

準絶滅危惧

絶滅危惧  類Ⅱ

制作：株式会社九州文化財総合研究所

全３種　対象年齢６歳以上






